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よ
こ
は
ま
市
民
生
活
白
書
ぶ
8
8
　
4
4
【
第
１
章
」
く
ら
し

第
２
節
　
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
求
め
て

人
生
8
0
年
時
代

長
い
道
の
り
、
ど
う
た
ど
る

て
も
、
子
ど
も
の
数
は
減
っ
て
い
る
。
横
浜
市
の
出
生

率
は
年
々
低
下
、
6
1
年
に
は
人
口
千
人
に
対
し
１
１
・
４

人
と
、
戦
後
最
低
を
記
録
し
た
。

　
ま
た
、
１
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子
供
の
数

　
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
は
、
全
国
で
１
・
7
2
人
、
横
浜

市
で
は
さ
ら
に
少
な
く
１
・
6
2
人
。

　
こ
の
少
産
傾
向
は
、
女
性
の
高
学
歴
化
や
社
会
進
出

に
よ
る
晩
婚
化
、
家
族
観
の
変
化
な
ど
が
理
由
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。

い
ぜ
ん
高
い
進
学
熱

　
市
の
調
査
に
よ
る
と
、
小
学
校
５
年
生
の
4
0
％
が
学

習
塾
・
進
学
塾
に
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
５
年
生
の
子

を
も
つ
母
親
の
5
4
％
は
、
将
来
子
ど
も
を
大
学
ま
で
行

か
せ
た
い
と
望
ん
で
い
る
。

　
市
内
の
中
学
校
卒
業
者
の
進
学
率
は
、
こ
こ
数
年
ほ

ぼ
一
定
で
9
5
％
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
高
校
へ
進
む
。

　
高
校
卒
業
者
の
進
学
率
（
現
役
）
は
こ
の
と
こ
ろ
減

っ
て
お
り
、
6
2
年
３
月
に
は
3
0
％
。
男
子
は
大
学
へ
進

学
す
る
人
が
圧
倒
的
に
多
く
、
女
子
は
大
学
よ
り
短
期

大
学
へ
進
学
す
る
人
の
方
が
多
い
。

　
最
近
の
傾
向
と
し
て
特
徴
的
な
の
は
、
男
子
の
現
役

の
大
学
進
学
率
が
グ
ン
グ
ン
下
が
っ
て
い
る
こ
と
で
、

5
6
年
の
3
6
％
か
ら
6
2
年
に
は
2
3
％
へ
と
減
少
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
専
門
志
向
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
で
、
高
校
卒
業
後
に
専
修
学
校
の
専
門

課
程
に
進
む
人
や
、
大
学
を
卒
業
し
て
大
学
院
な
ど
に

進
学
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。

な
か
な
か
結
婚
し
な
い
若
者
た
ち

　
何
か
に
決
め
た
が
ら
な
い
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
志
向
を
反

映
し
て
か
、
独
身
貴
族
が
楽
し
い
の
か
、
最
近
の
若
い

人
た
ち
は
結
婚
す
る
の
が
遅
く
な
っ
て
い
る
。

　
市
内
の
2
0
～
2
4
歳
の
男
性
の
9
4
％
、
女
性
の
8
2
％
が

独
身
で
、
特
に
男
性
は
、
2
5
～
2
9
歳
で
6
5
％
、
3
0
～
3
4

歳
で
も
３
人
に
１
人
は
未
婚
だ
。
こ
れ
に
対
し
女
性
は
、

2
5
～
2
9
歳
の
時
に
３
人
に
１
人
が
独
身
と
い
う
割
合
。

　
初
婚
の
平
均
年
齢
は
男
性
2
9
歳
、
女
性
2
6
歳
。
最
近
、

適
齢
期
と
い
う
言
葉
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。

目
立
つ
熟
年
離
婚

　
結
ば
れ
る
カ
ッ
プ
ル
が
減
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
別

れ
る
カ
ッ
プ
ル
は
増
え
て
い
る
。
5
8
年
を
ピ
ー
ク
に
低

下
し
て
い
た
市
民
の
離
婚
率
は
、
最
近
ま
た
緩
や
か
な

上
昇
傾
向
に
あ
る
。

　
な
か
で
も
、
同
居
期
間
の
長
い
夫
婦
の
離
婚
が
目
立

っ
て
お
り
、
1
0
年
以
上
一
緒
に
暮
ら
し
た
場
合
が
離
婚

全
体
の
4
3
％
を
占
め
て
い
る
。

子
ど
も
の
独
立
後
も
長
い
人
生

　
市
内
の
男
性
の
平
均
寿
命
は
7
6
歳
、
女
性
は
8
1
歳
。

人
生
ま
さ
に
8
0
年
時
代
だ
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
図
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、
子
ど
も
が
独
立
し
て
か
ら
男
性
は

１
5
年
、
女
性
は
2
4
年
も
あ
る
。
男
性
の
1
5
年
と
い
う
の

は
、
ち
ょ
う
ど
退
職
後
の
人
生
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
に 生

収
入
が
あ
っ
て
子
ど
も
を
つ
く
ら
ず
、
生
活
を
エ
ン
ジ

ョ
イ
し
て
い
る
夫
婦
の
こ
と
を
さ
す
。

”
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
（
Ｓ
）
”
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
。

子
ど
も
は
１
人
か
２
人
？
・

　
D
o
u
b
l
e
I
n
c
o
m
e
N
o
K
i
d
s
　
の
略
で
　
２
人
と
も

　
N
o
K
i
d
s
（
子
ど
も
な
し
）
と
ま
で
は
い
か
な
く



LifeStyle

■市民の男女別ライフサイクルと家族

■子供は一人か二人？
■進学率はいぜん高いが、専門志向も高まっている
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■増える離婚・減る結婚
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よ
こ
は
ま
市
民
生
活
白
書
8
8
　
4
6
「
第
１
章
」
く
ら
し

し
ろ
、
こ
の
期
間
が
こ
れ
だ
け
長
い
と
、
も
う
余
っ
た

人
生
す
な
わ
ち
。
余
生
″
と
は
呼
べ
な
い
。
”
第
２
の

人
生
″
と
言
わ
れ
る
所
以
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
”
第
２
の
人
生
”
を
意
識
し
て
か
、
老
後

は
趣
味
や
旅
行
、
文
際
な
ど
を
楽
し
み
た
い
、
と
い
う

　
「
老
後
エ
ン
ジ
ョ
イ
派
」
は
市
民
の
約
半
数
。
仕
事
を

続
け
た
い
「
勤
労
派
」
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
何
歳
ご
ろ
か
ら
を
老
後
と
考
え
る
か
、
と
い

う
と
平
均
は
6
6
歳
に
な
る
が
、
そ
の
年
齢
に
な
っ
て
み

る
と
、
老
後
は
ま
だ
先
と
い
う
の
が
実
感
の
よ
う
だ
。

実
際
、
6
5
歳
以
上
の
人
は
、
7
0
歳
あ
る
い
は
7
5
歳
を
老

後
と
見
て
い
る
。
老
後
の
始
ま
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
気
の
持
ち
よ
う
で
決
ま
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
”
老
い
”
は
、
だ
れ
に
で
も
や
っ
て
く
る
わ

け
で
、
出
生
率
の
低
下
と
も
相
ま
っ
て
、
社
会
は
高
齢

化
し
て
い
く
。
6
5
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
6
0
年
に
は
横

浜
市
で
1
4
人
に
１
人
、
全
国
で
は
1
0
人
に
１
人
。
推
計

で
は
7
5
年
に
は
、
全
国
で
６
人
に
１
人
の
割
合
に
な
る
。

増
え
る
が
ん
、
心
疾
患

　
横
浜
市
の
人
口
手
人
当
た
り
の
死
亡
率
は
４
・
５
．

こ
こ
数
年
、
変
化
は
な
い
。

　
が
ん
等
の
悪
性
新
生
物
で
亡
く
な
る
人
が
一
番
多
く
、

全
体
の
４
分
の
１
以
上
で
い
ぜ
ん
と
し
て
増
え
て
い
る
。

6
0
年
に
心
疾
患
が
脳
血
管
疾
患
を
抜
き
、
死
因
の
２
番

目
に
な
り
、
こ
の
３
つ
で
全
体
の
6
2
％
を
占
め
る
。

少
数
家
族
時
代

　
核
家
族
化
か
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
現
在
、
横
浜
市

の
平
均
世
帯
人
員
は
約
３
人
と
少
数
家
族
。

■結婚しないハマの若者たち

■目立つ中高年市民の離婚■７割の市民は、65～70歳あたりか老後と考えている。
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理
由
と
し
て
は
、
出
生
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
の

ほ
か
、
若
い
単
身
者
が
数
多
く
移
り
住
ん
で
来
て
い
る

こ
と
、
高
齢
化
が
進
み
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
が
増
え

た
こ
と
、
ま
た
離
婚
率
が
上
昇
し
、
母
子
家
庭
、
父
子

家
庭
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
１
人
世
帯
は
、
5
5
年
か
ら
6
0
年
の
５
年
間
で
1
8
％
増

え
た
が
、
特
に
6
0
歳
以
上
の
高
齢
者
の
１
人
世
帯
は
、

こ
の
間
4
0
％
も
増
え
、
３
万
世
帯
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、

子どもは少なめに産んで、十分な教育をうけさせるのがよい

最近の幼い子どもはしつけがあまりよくない

理想の夫婦とはそれぞれが仕事・趣味をもち、個人の生活を

大事にしている夫婦である　　………

老後は積極的に社会参加したい「

最近、親子の信頼感がうすくなっている

ほとんど毎日家族そろって夕食をとる

同
じ
5
5
年
か
ら
の
５
年
間
に
父
子

世
帯
は
3
0
％
増
、
母
子
世
帯
は
2
1

％
増
で
、
あ
わ
せ
て
６
万
世
帯
で

あ
る
。

　
さ
て
厚
生
省
の
推
計
に
よ
る
と
、

2
0
0
0
年
の
全
国
の
平
均
世
帯

人
員
は
、
現
在
よ
り
さ
ら
に
減
っ

て
２
・
8
9
人
。
そ
の
と
き
、
家
族

は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

■小さくなる家族

よ
こ
は
ま
市
民
生
活
白
書
8
8
　
4
7
【
第
１
章
】
く
ら
し

■がんや心疾患で死亡する市民か増加１章２節　利用者データ一覧(図表下に記してあるものを除く)

43％

58％

46％

50%

47％

37％
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